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集集  

地
域
を
守
る
消
防
団

　
　
〜
地
元
愛
が
原
動
力
〜

伊
万
里
市
消
防
団
と
は

　
伊
万
里
市
消
防
団
は
、
昭
和
29

年
４
月
に
伊
万
里
市
制
が
ス
タ
ー

ト
し
た
と
き
に
旧
町
村
の
消
防
団

が
統
合
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
当

時
は
、
団
本
部
、
旧
町
村
別
消
防

団
が
そ
れ
ぞ
れ
12
の
分
団
に
編
成

さ
れ
て
い
て
、
約
３
３
０
０
人
が

所
属
し
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
団
本
部
と
11
分
団
に
編

成
さ
れ
て
い
て
、
団
本
部
に
は
、

女
性
部
と
ラ
ッ
パ
隊
が
あ
り
、
ま

　
消
防
団
は
、
自
分
た
ち
の
ま
ち

は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
郷
土

愛
護
や
奉
仕
の
精
神
を
持
つ
市
民

に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
団
体
で
、

地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
火
災
発
生
時
の
消
火
や
災
害

発
生
時
の
救
助
な
ど
、
地
域
住
民

の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
の
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
常

時
に
は
、
訓
練
や
応
急
手
当
の
指

導
、
住
民
へ
の
防
火
指
導
、
広
報

活
動
な
ど
地
域
の
防
災
力
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
欠

か
せ
な
い
消
防
団
で
す
が
、
現
在

全
国
的
に
団
員
不
足
が
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
市
で
も
、
団
員
が

年
々
減
少
し
て
い
て
、
団
員
の
確

保
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て

い
て
、
災
害
時
に
動
員
力
が
あ
る

消
防
団
は
地
域
防
災
の
要
で
あ

り
、
今
後
の
活
躍
が
ま
す
ま
す
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防

団
の
活
性
化
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
に
、
男
性
だ
け
で
は

な
く
女
性
の
活
躍
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
、
市
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
伊
万
里
市
を
目
指
し

て
、
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

た
、
各
分
団
は
、
５
〜
10
の
部
で

編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
団
員
は
、

８
８
６
人
（
令
和
５
年
４
月
現
在
）

が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
欠

か
せ
な
い
消
防
団
で
す
が
、
現
在

団
員
数
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、

団
員
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
近
年
さ
ら

な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
女
性
部

の
活
動
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

◆伊万里市消防団の組織図
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消
防
団
女
性
部
は
、
消
防
団
活

動
に
女
性
の
活
躍
の
場
を
広
げ
る

た
め
に
平
成
３
年
に
結
成
し
、
現

在
は
14
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
と
い
え
ば
、
主
に
消
火

活
動
や
災
害
支
援
の
活
動
を
し
て

い
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
そ
の
ほ

か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
女
性
部
は
、
女
性
な

ら
で
は
の
ソ
フ
ト
面
を
活い

か
し

て
、
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
て
防
火

を
呼
び
か
け
た
り
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
を
推
進
し
た
り
す

る
な
ど
、
火
災
予
防
啓
発
運
動
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
応

急
手
当
指
導
員
の
資
格
を
取
得

し
、
救
急
救
命
の
普
及
活
動
も
行

う
な
ど
、
女
性
な
ら
で
は
の
活
動

を
目
指
し
て
「
も
し
も
！
」
の
と

き
に
備
え
て
行
動
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
現
在
、
活
躍
し
て

い
る
団
員
を
紹
介
し
ま
す
。

女
性
が
輝
け
る
消
防
団

入団する前に不安はありましたか

入団してよかったことはありますか

入団しようか迷っている人にメッセージをお願いします

　前職で、職場が同じだった当時の副分団長に誘わ
れて入団しました。近くに心強い先輩がいてくれた
ので自分も頑張ってみようと思い入団しました。

　現役の女性消防団員から誘いを受けました。女性消
防団が応急手当をしている姿が印象に残り、自分も
そのような啓発活動がしたいと考えて入団しました。

↑ 救命訓練の様子

川内 里美 さん
入団６年目

加藤 奈津実 さん
入団３年目

　入団する前は、集団行動が求められる消防団活動
ができるかどうか不安でしたが、女性部部長をはじ
め、仲間に恵まれてここまで続けてこられています。

　毎日いろいろと忙しいなかで、入団することを家
族に賛成してもらえるかどうか心配でしたが、快く
背中を押してくれました。

　今までは、あまり交友関係が広くありませんでし
たが、入団後は、交友関係が広がりました。住民が
安心して暮らせるように頑張ります。

　応急手当や防災に関することなど、日常生活や子
育て中の『いざ』と言うときに活かせる知識が身に
付きました。

　防災のことをたくさん勉強することができます。
人生の中で必ず役立つ日がくると思います。興味が
ある人は入団をお勧めします！

　女性だからできること、仲間がいるからできるこ
とが多くあります。災害が多い昨今だからこそ、日
常にも役立つことがたくさんありますよ !

beforeafter

女性消防団員　インタビュー

before after

特 集特 集   　地域を守る消防団　〜地元愛が原動力〜

入団のきっかけは何でしたか
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第
２
部
（
団
員
）

平
嶋
　
浩こ
う

太た

郎ろ
う

（
木
須
西
）

　生まれ育った地元に貢献した
いと思い、入団しました。毎月
１日と 15 日に広報活動を行っ
ています。
　これからも地元の人たちが安
心して生活できるように消防団
の活動を頑張っていきます。

　いろいろな訓練や講習を受け
て、防災に関する知識などを身
につけたいと思います。
　自主的な防災意識を深めるこ
とができるような活動を行って
いきたいと思います。

伊万里分団伊万里分団

　令和４年４月に入団しました。
最初は活動内容が分かりません
でしたが、周りの団員から手助
けしてもらい、今は楽しく実の
ある活動をしています。まだ未
熟ですが地元の人たちに認めて
もらえるような団員になってい
きたいと思っています。

第
10
部
（
団
員
）

松
尾
　
泰た
い

由ゆ
（
新
天
町
）

　平成 29 年４月に入団しまし
た。入団当初は、どのような活
動をしていくのか分からず不安
でしたが、周りの人たちに優し
く教えてもらい、今は楽しく活
動しています。
　これから地元の人たちのため
に活動を頑張りたいと思います。

大坪分団大坪分団 団本部団本部

女
性
部
兼

ラ
ッ
パ
隊
（
団
員
）

副
島
　
真ま

美み
（
岩
　
谷
）

第
１
部
（
団
員
）

川
添
　
智ち

徳と
く

（
岩
　
谷
）

大川内分団大川内分団

　　
消
防
団
は
、
大
切
な
人
や
大
好
き
な
ま
ち
を
火
災
な
ど
の
災

害
か
ら
守
る
た
め
、
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
員
の
身
分
は
、
地
方
公
務
員
法
お
よ
び
消
防
組
織
法

に
定
め
ら
れ
て
い
る
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
あ
り
、
一
定
の

報
酬
は
あ
り
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
近
い
状
況
で
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
員
は
、
ふ
だ
ん
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、

伊
万
里
市
の
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
団
員
の
中
か
ら
、
各
分
団
の
ホ
ー

プ
団
員
を
紹
介
し
ま
す
。

第
１
部
（
団
員
）

伊い

﨑さ
き

　
進し
ん

一い
ち

（
塩
　
屋
）

　訓練を積み重ねて、消防団の
一員としての自覚を持ち、先輩
たちの指導のもと、一日も早く
一人前の消防団員になりたいと
思います。
　黒川町が安全で安心して暮ら
せるまちになるよう、消防団活
動に精励したいと思います。

黒川分団黒川分団

各
分
団
の
ホ
ー
プ
団
員
を
紹
介
し
ま
す

第
６
部
（
団
員
）

奈
良
﨑
　
謙け
ん

斗と

（
筒
　
井
）

　令和３年４月に入団しまし
た。日々の広報活動やさまざま
な訓練に取り組み、消防団員と
して伊万里市に貢献したいと考
えています。
　先輩たちに教わりながら消防
団活動を頑張っていきたいと思
います。

波多津分団波多津分団

令和５年市消防出初式（１月 15 日）令和５年市消防出初式（１月 15 日）

　　
消
防
団
は
、
大
切
な
人
や
大
好
き
な
ま
ち
を
火
災
な
ど
の
災

害
か
ら
守
る
た
め
、
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
員
は
、
ふ
だ
ん
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、

伊
万
里
市
の
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
団
員
の
身
分
は
、
地
方
公
務
員
法
お
よ
び
消
防
組
織
法
に
定

め
ら
れ
て
い
る
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
あ
り
、
一
定
の
報
酬

は
あ
り
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
近
い
状
況
で
、
市
の
安
全
・

安
心
の
た
め
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
団
員
の
中
か
ら
、
各
分
団
の
ホ
ー
プ
団
員

を
紹
介
し
ま
す
。
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第
２
部
（
団
員
）

平
山
　
篤あ
つ

志し
（
駒
　
鳴
）

　入団して２年目になります。入
団当初は、ポンプ点検など分か
らないことばかりでしたが、先
輩たちに一つ一つ丁寧に教えて
もらいながら、自分なりに頑張っ
ています。
　少しでも地元に貢献できたら
と思っています。

第
４
部
（
班
長
）

井
手
　
大だ
い

斗と
（
原
屋
敷
）

　小さい頃から消防団が活動し
ている姿を見ていました。地元
に就職することができたので、
少しでも市民の力になれればと
思い入団しました。
　地元の皆さんの役に立てるよ
う、立派な消防団員になりたい
と思います。

第
１
部
（
団
員
）

西
山
　
洸こ
う

平へ
い

（
川
　
東
）

大川分団大川分団 南波多分団南波多分団

二里分団二里分団

　消防団の先輩たちに誘っても
らい入団しました。入団したこ
とで、これまで縁が無かった先
輩たちとつながりができ、社交
性も身に付いて、とてもよい経
験をしています。
　広報活動や訓練に取り組み、
地域に役立てるよう頑張ります。

　
私
た
ち
伊
万
里
市
消
防
団
員
の
原
動
力
は
、
地
元

愛
で
す
。『
大
切
な
人
や
大
好
き
な
ま
ち
を
守
り
た

い
』
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
近

年
は
、
火
災
発
生
時
の
対
応
だ
け
で
は
な
く
、
気
象

変
化
に
よ
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
な
ど
、
地
域
に
密

着
し
て
い
る
消
防
団
へ
の
期
待
が
、
さ
ら
に
高
ま
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
人
が
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
消
防
団
員
と
し
て
一
緒
に
活
動
し

ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
入
団
を
待
っ
て
い
ま
す
。

第
２
部
（
団
員
）

梅
村
　

梅
村
　
太太だ
い
だ
い

地地ちち
（
長
　
浜
）

　令和３年４月に入団しました。
入団当初は、消防団活動につい
てよくわかりませんでした。訓
練や広報活動など先輩たちから
指導を受け、少しずつ活動に慣
れてきました。地元の人から一
人前の消防団員として認められ
るよう精進したいと思います。

東山代分団東山代分団

第
１
部
（
班
長
）

古
川
　
健け
ん

太た
（
下
　
分
）

　平成 31 年に入団しました。
コロナ禍で訓練があまりできま
せんでした。そのため、不慣れ
なことが多いので、今後は訓練
に積極的に参加して、地元の人
たちから頼りにされるような、
一人前の消防団員になれるよう
訓練に励みたいと思います。

松浦分団松浦分団

第
１
部
（
班
長
）

石
橋
　
政ま
さ

典の
り

（
楠
久
津
）

　山代町に転入したことをきっ
かけに誘ってもらい、入団しま
した。見ず知らずの土地で先輩や
地元の皆さんにいろいろ教えて
もらい、今は班長をしています。
まだ分からないことばかりです
が、少しでも地元に貢献できる
よう努力していこうと思います。

山代分団山代分団

伊万里市消防団
団 長　池田 義幸

消防団にあなたの『力』を !
入団者を募集しています
　18 歳以上で、市内に居住している人は誰でも
入団することができます。消防団に興味がある人
や入団を希望する人の連絡をお待ちしています。

● 問合先
　伊万里・有田消防組合　伊万里消防署内
　消防調整課消防団係
　電　話　23-2118
　ＦＡＸ　22-7598
　E メール　shoubou-chousei@city.imari.lg.jp

特 集特 集   　地域を守る消防団　〜地元愛が原動力〜
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